
 
 

人 事 委 員 会 
規 則 番 号 人事委員会規則名 公布年月日 

人 事 委 員 会 

規 則 第 １ 号 

さいたま市職員の給与に関する条例附則第 34
から第 37 項までの規定による給料に関する規

則 
令和５年２月２２日 

人 事 委 員 会 

規 則 第 ２ 号 

さいたま市職員の初任給、昇格、昇給等の基準

に関する規則の一部を改正する規則 令和５年２月２２日 

人 事 委 員 会 

規 則 第 ３ 号 

さいたま市職員からの苦情相談に関する規則の

一部を改正する規則 令和５年２月２２日 

人 事 委 員 会 

規 則 第 ４ 号 

さいたま市人事委員会事務局の組織等に関する

規則の一部を改正する規則 令和５年３月３０日 

人 事 委 員 会 

規 則 第 ５ 号 

管理職員等の範囲を定める規則の一部を改正す

る規則 令和５年３月３０日 

人 事 委 員 会 

規 則 第 ６ 号 

公益的法人等へのさいたま市職員の派遣等に関

する条例施行規則の一部を改正する規則 令和５年３月３０日 

人 事 委 員 会 

規 則 第 ７ 号 

さいたま市職員の初任給、昇格、昇給等の基準

に関する規則の一部を改正する規則 令和５年３月３０日 



 

 

さいたま市人事委員会規則第１号 

さいたま市職員の給与に関する条例附則第３４項から第３７項までの規定によ

る給料に関する規則 

（趣旨） 

第１条 この規則は、さいたま市職員の給与に関する条例（平成１３年さいたま市条

例第４２号。第３条第２号及び第１０条第３項を除き、以下「条例」という。）附

則第３４項から第３７項までの規定による給料に関し必要な事項を定めるものとす

る。 

 （定義） 

第２条 この規則において、次の各号に掲げる用語の意義は、当該各号に定めるとこ

ろによる。 

 ⑴ 管理監督職 地方公務員法（昭和２５年法律第２６１号。以下「法」という。

）第２８条の２第１項に規定する管理監督職をいう。 

 ⑵ 異動期間 法第２８条の２第１項に規定する異動期間（法第２８条の５第１項

から第４項までの規定により延長された期間を含む。）をいう。 

 ⑶ 特例任用後降任等職員 法第２８条の２第４項に規定する他の職への降任等を

された職員であって、条例附則第３４項に規定する異動日（以下「異動日」とい

う。）の前日において第１項特例任用職員（法第２８条の５第１項又は第２項の

規定により異動期間を延長された管理監督職を占める職員をいう。以下同じ。）

又は第３項特例任用職員（同条第３項又は第４項の規定により異動期間を延長さ

れた管理監督職を占める職員をいう。以下同じ。）であったものをいう。 

 ⑷ 特定日 条例附則第３２項に規定する特定日をいう。 

 ⑸ 降格 さいたま市職員の初任給、昇格、昇給等の基準に関する規則（平成１４

年さいたま市人事委員会規則第２１号。以下「初任給等基準規則」という。）第

２条第３号に規定する降格のうち、法第２８条の２第４項に規定する他の職への

降任等に伴うものを除いたものをいう。 

 ⑹ 初任給基準異動 条例第３条第１項の給料表（以下「給料表」という。）の適

用を異にしない初任給等基準規則別表第６に定める初任給基準表（第６条第１項

第１号において「初任給基準表」という。）に異なる初任給の定めがある他の職



 

 

種に属する職務への異動をいう。 

 ⑺ 給料表異動 給料表の適用を異にする異動をいう。 

 ⑻ 上限額 条例第４条第２項の規定により職員が属する職務の級における最高の

号給の給料月額（地方公務員の育児休業等に関する法律（平成３年法律第１１０

号）第１０条第１項又は第１７条の規定による勤務（以下「育児短時間勤務等」

という。）をしている職員にあっては、当該給料月額に条例第４条の２に規定す

る算出率（以下「算出率」という。）を乗じて得た額（その額に１円未満の端数

があるときは、その端数を切り捨てた額））をいう。 

 ⑼ その者の号給等 当該職員に適用される給料表並びにその職務の級及び号給を

いう。 

 （条例附則第３４項の人事委員会規則で定める職員） 

第３条 条例附則第３４項の人事委員会規則で定める職員は、次に掲げる職員とする。 

 ⑴ 法第２８条の２第４項に規定する他の職への降任等をされた職員（特例任用後

降任等職員を除く。）のうち、次に掲げる職員 

  ア 異動日以後に初任給基準異動をした職員 

  イ 異動日から特定日までの間に降格をした職員 

  ウ 異動日の前日以後に育児短時間勤務等をした職員（異動日以後に育児短時間

勤務等を開始し、特定日前に当該育児短時間勤務等を終了した職員を除く。） 

  エ 異動日以後に人事委員会の承認を得てその号給を決定された職員又は人事委

員会の定めるこれに準ずる職員 

 ⑵ 異動日の前日から特定日までの間の給料表の給料月額が増額改定又は減額改定

（給料月額の改定をする条例が制定された場合において、当該条例による改定に

より当該改定前に受けていた給料月額が増額又は減額されることをいう。以下同

じ。）をされた職員 

 （他の職への降任等をされた職員に対する条例附則第３６項の規定による給料の支

給） 

第４条 法第２８条の２第４項に規定する他の職への降任等をされた職員（特例任用

後降任等職員を除く。）であって、異動日の前日から引き続き給料表の適用を受け

る職員のうち、次の各号に掲げる職員となり、特定日に条例附則第３２項の規定に



 

 

より当該職員が受ける給料月額（特定日後に第１号、第３号又は第４号に掲げる職

員となったものにあっては、特定日に当該各号に掲げる職員になったものとした場

合に特定日に同項の規定により当該職員が受けることとなる給料月額に相当する額。

以下この項において「特定日給料月額」という。）が当該各号の区分に応じ当該各

号に定める額（第３号アに掲げる職員以外の職員にあっては、当該額に、５０円未

満の端数を生じたときはこれを切り捨て、５０円以上１００円未満の端数を生じた

ときはこれを１００円に切り上げた額。以下この条において「第４条基礎給料月額

」という。）に達しないこととなる職員（次の各号のうち２以上の号に掲げる職員

に該当する職員（第３項の規定の適用を受ける職員を除く。）を除く。）には、特

定日以後の当該各号に掲げる職員となった日以後、第４条基礎給料月額と特定日給

料月額との差額に相当する額を、条例附則第３６項の規定による給料として支給す

る。 

 ⑴ 異動日以後に給料表異動又は初任給基準異動（以下「給料表異動等」という。

）をした職員（第４号に掲げる職員を除く。） 異動日の前日に当該給料表異動

等があったものとした場合（給料表異動等が２回以上あった場合にあっては、同

日にそれらの給料表異動等が順次あったものとした場合）に同日において当該職

員が受けることとなる給料月額に相当する額に１００分の７０を乗じて得た額 

 ⑵ 異動日から特定日までの間に降格をした職員（第４号に掲げる職員を除く。） 

異動日の前日に当該職員が受けていた給料月額から、当該降格をした日に当該 

降格がないものとした場合の同日のその者の号給等に対応する給料月額に相当す

る額と当該降格後のその者の号給等に対応する給料月額との差額（降格を２回以

上した場合にあっては、それぞれの当該差額を合算した額）に相当する額を減じ

た額に１００分の７０を乗じて得た額 

 ⑶ 異動日の前日以後に育児短時間勤務等をした職員（異動日以後に育児短時間勤

務等を開始し、特定日前に当該育児短時間勤務等を終了した職員を除く。） 次

に掲げる職員の区分に応じ、次に定める額 

  ア 特定日以後に現に育児短時間勤務等をしている職員 異動日の前日のその者

の号給等に対応する給料月額に１００分の７０を乗じて得た額（当該額に、５

０円未満の端数を生じたときはこれを切り捨て、５０円以上１００円未満の端



 

 

数を生じたときはこれを１００円に切り上げた額）に算出率を乗じて得た額（

その額に１円未満の端数があるときは、その端数を切り捨てた額） 

  イ アに掲げる職員以外の職員 異動日の前日のその者の号給等に対応する給料

月額に１００分の７０を乗じて得た額 

 ⑷ 異動日以後に人事委員会の承認を得てその号給を決定された職員又は人事委員

会の定めるこれに準ずる職員 人事委員会の定める額 

 ⑸ 異動日の前日から特定日までの間の給料表の給料月額が増額改定又は減額改定

をされた職員 異動日の前日のその者の号給等に対応する特定日の給料表の給料

月額欄に掲げる給料月額に１００分の７０を乗じて得た額 

２ 前項の規定による給料の額と当該給料を支給される職員の受ける給料月額との合

計額が上限額を超える場合における同項の規定の適用については、同項中「第４条

基礎給料月額と特定日給料月額との差額」とあるのは、「上限額と当該職員の受け

る給料月額との差額」とする。 

３ 第１項第１号から第３号までのいずれかに該当する職員であって同項第５号に掲

げる職員に該当する職員に対する前２項の規定の適用については、当該職員は第１

項第１号から第３号までのいずれかに該当する職員であるものとし、当該職員につ

いて適用される第４条基礎給料月額は、同項第１号から第３号までに規定する給料

月額について特定日の給料表の給料月額欄に掲げる給料月額を用いて、算出するも

のとする。 

４ 第１項各号のうち２以上の号に掲げる職員に該当する職員（前項の規定の適用を

受ける職員を除く。）には、人事委員会の定める日以後、人事委員会の定める額を、

条例附則第３６項の規定による給料として支給する。 

 （特例任用後降任等職員に対する条例附則第３６項の規定による給料の支給） 

第５条 特例任用後降任等職員であって、仮定異動期間末日（法第２８条の５第１項

から第４項までの規定による異動期間の延長がないものとした場合における異動期

間の末日をいう。以下同じ。）の前日から引き続き同一の給料表の適用を受ける職

員のうち、異動日に条例附則第３２項の規定により当該職員が受ける給料月額（以

下この項において「異動日給料月額」という。）が異動日の前日のその者の号給等

に対応する給料月額（仮定異動期間末日の前日から異動日の前々日までの間のその



 

 

者の号給等に対応する給料月額に、これよりも多い給料月額がある場合は、そのう

ち最も多い給料月額に相当する額）に１００分の７０を乗じて得た額（当該額に５

０円未満の端数を生じたときはこれを切り捨て、５０円以上１００円未満の端数を

生じたときはこれを１００円に切り上げた額。以下この項において「第５条基礎給

料月額」という。）に達しないこととなる職員（次条第１項各号、第３項及び第４

項に該当する職員を除く。）には、異動日以後、第５条基礎給料月額と異動日給料

月額との差額に相当する額を、条例附則第３６項の規定による給料として支給する。 

２ 前項の規定による給料の額と当該給料を支給される職員の受ける給料月額との合

計額が上限額を超える場合における同項の規定の適用については、同項中「第５条

基礎給料月額と異動日給料月額との差額」とあるのは、「上限額と当該職員の受け

る給料月額との差額」とする。 

第６条 特例任用後降任等職員であって、仮定異動期間末日の前日から引き続き給料

表の適用を受ける職員のうち、次の各号に掲げる職員となり、異動日に条例附則第

３２項の規定により当該職員が受ける給料月額（異動日後に第１号、第３号又は第

４号に掲げる職員となったものにあっては、異動日に当該各号に掲げる職員となっ

たものとした場合に異動日に同項の規定により当該職員が受けることとなる給料月

額に相当する額。以下この項において「異動日給料月額」という。）が当該各号の

区分に応じ当該各号に定める額（第３号アに掲げる職員以外の職員にあっては、当

該額に、５０円未満の端数を生じたときはこれを切り捨て、５０円以上１００円未

満の端数を生じたときはこれを１００円に切り上げた額。以下この条において「第

６条基礎給料月額」という。）に達しないこととなる職員（次の各号のうち２以上

の号に掲げる職員に該当する職員（第３項の規定の適用を受ける職員を除く。）を

除く。）には、異動日以後の当該各号に掲げる職員となった日以後、第６条基礎給

料月額と異動日給料月額との差額に相当する額を、条例附則第３６項の規定による

給料として支給する。 

 ⑴ 仮定異動期間末日以後に給料表異動等をした職員（第４号に掲げる職員を除く。

） 仮定異動期間末日の前日に当該給料表異動等があり、同日から異動日の前日

まで当該給料表異動等後に適用されている給料表及び初任給基準表における初任

給の定めが引き続き適用されているものとした場合（給料表異動等が２回以上あ



 

 

った場合にあっては、仮定異動期間末日の前日にそれらの給料表異動等が順次あ

り、同日から異動日の前日までこれらの給料表異動等後に適用されている給料表

及び初任給基準表における初任給の定めが引き続き適用されているものとした場

合）の同日のその者の号給等に対応する給料月額に相当する額（これらの場合に

おいて、仮定異動期間末日の前日から異動日の前々日までの間のその者の号給等

に対応する給料月額に、これよりも多い給料月額があるときは、そのうち最も多

い給料月額に相当する額）に１００分の７０を乗じて得た額 

 ⑵ 仮定異動期間末日から異動日までの間に降格（職員の同意を得て行うものを除

く。以下この号において同じ。）をした職員（第４号に掲げる職員を除く。） 

異動日の前日のその者の号給等に対応する給料月額（仮定異動期間末日の前日か

ら異動日の前々日までの間のその者の号給等に対応する給料月額に、これよりも

多い給料月額がある場合は、そのうち最も多い給料月額に相当する額）から、当

該降格をした日に当該降格がないものとした場合の同日のその者の号給等に対応

する給料月額に相当する額と当該降格後のその者の号給等に対応する給料月額と

の差額（降格を２回以上した場合にあっては、それぞれの当該差額を合算した額

）に相当する額を減じた額に１００分の７０を乗じて得た額 

 ⑶ 仮定異動期間末日の前日以後に育児短時間勤務等をした職員 次に掲げる職員

の区分に応じ、次に定める額 

  ア 異動日以後に現に育児短時間勤務等をしている職員 異動日の前日のその者

の号給等に対応する給料月額（仮定異動期間末日の前日から異動日の前々日ま

での間のその者の号給等に対応する給料月額に、これよりも多い給料月額があ

る場合は、そのうち最も多い給料月額に相当する額）に１００分の７０を乗じ

て得た額（当該額に、５０円未満の端数を生じたときはこれを切り捨て、５０

円以上１００円未満の端数を生じたときはこれを１００円に切り上げた額）に

算出率を乗じて得た額（その額に１円未満の端数があるときは、その端数を切

り捨てた額） 

  イ アに掲げる職員以外の職員 異動日の前日のその者の号給等に対応する給料

月額（仮定異動期間末日の前日から異動日の前々日までの間のその者の号給等

に対応する給料月額に、これよりも多い給料月額がある場合は、そのうち最も



 

 

多い給料月額に相当する額）に１００分の７０を乗じて得た額 

 ⑷ 仮定異動期間末日以後に人事委員会の承認を得てその号給を決定された職員又

は人事委員会の定めるこれに準ずる職員 人事委員会の定める額 

 ⑸ 仮定異動期間末日の前日から異動日までの間の給料表の給料月額が増額改定又

は減額改定をされた職員 異動日の前日のその者の号給等に対応する異動日の給

料表の給料月額欄に掲げる給料月額（仮定異動期間末日の前日から異動日の前々

日までの間のその者の号給等に対応する異動日の給料表の給料月額欄に掲げる給

料月額に、これよりも多い給料月額がある場合は、そのうち最も多い給料月額に

相当する額）に１００分の７０を乗じて得た額 

２ 前項の規定による給料の額と当該給料を支給される職員の受ける給料月額との合

計額が上限額を超える場合における同項の規定の適用については、同項中「第６条

基礎給料月額と異動日給料月額との差額」とあるのは、「上限額と当該職員の受け

る給料月額との差額」とする。 

３ 第１項第１号から第３号までのいずれかに該当する職員であって、同項第５号に

掲げる職員に該当する職員に対する前２項の規定の適用については、当該職員は第

１項第１号から第３号までのいずれかに該当する職員であるものとし、当該職員に

ついて適用される第６条基礎給料月額は、同項第１号から第３号までに規定する給

料月額について異動日の給料表の給料月額欄に掲げる給料月額を用いて、算出する

ものとする。 

４ 第１項各号のうち２以上の号に掲げる職員に該当する職員（前項の規定の適用を

受ける職員を除く。）には、人事委員会の定める日以後、人事委員会の定める額を、

条例附則第３６項の規定による給料として支給する。 

 （降任等相当給料表異動をした職員に対する条例附則第３７項の規定による給料の

支給） 

第７条 降任等相当給料表異動（法第２８条の２第１項ただし書に規定する他の職へ

の転任に伴う給料表異動のうち、当該給料表異動後の職員の職務の級が当該給料表

異動の前日に給料表異動があったものとした場合の職員の職務の級より下位の職務

の級となる場合のものをいう。以下この条及び次条において同じ。）をした職員（

第１項特例任用職員又は第３項特例任用職員から降任等相当給料表異動をした職員



 

 

を除く。第４項において同じ。）であって、降任等相当転任日（当該降任等相当給

料表異動をした日をいう。以下この条及び次条において同じ。）の前日から引き続

き給料表の適用を受ける職員（第４項各号に掲げる職員を除く。）のうち、特定日

に条例附則第３２項の規定により当該職員が受ける給料月額（以下この項において

「特定日給料月額」という。）が降任等相当転任日の前日に降任等相当転任日にお

いて適用される給料表の適用を受けるものとした場合に当該職員が受けることとな

る給料月額に相当する額に１００分の７０を乗じて得た額（当該額に５０円未満の

端数を生じたときはこれを切り捨て、５０円以上１００円未満の端数を生じたとき

はこれを１００円に切り上げた額。以下この条において「第７条基礎給料月額」と

いう。）に達しないこととなる職員には、特定日以後、第７条基礎給料月額と特定

日給料月額との差額に相当する額を、条例附則第３７項の規定による給料として支

給する。 

２ 前項の規定による給料の額と当該給料を支給される職員の受ける給料月額との合

計額が上限額を超える場合における同項の規定の適用については、同項中「第７条

基礎給料月額と特定日給料月額との差額」とあるのは、「上限額と当該職員の受け

る給料月額との差額」とする。 

３ 降任等相当転任日の前日から特定日までの間の給料表の給料月額が増額改定又は

減額改定をされた職員に対する前２項の規定の適用については、当該職員について

適用される第７条基礎給料月額は、第１項に規定する給料月額について特定日の給

料表の給料月額欄に掲げる給料月額を用いて、算出するものとする。 

４ 降任等相当給料表異動をした職員であって、降任等相当転任日の前日から引き続

き給料表の適用を受ける職員のうち、条例附則第３２項の規定の適用を受ける職員

であって、次に掲げる職員には、人事委員会の定める日以後、人事委員会の定める

額を、条例附則第３７項の規定による給料として支給する。 

 ⑴ 降任等相当転任日後に給料表異動等をした職員 

 ⑵ 降任等相当転任日から特定日までの間に降格をした職員 

 ⑶ 降任等相当転任日の前日以後に育児短時間勤務等をした職員（降任等相当転任

日以後に育児短時間勤務等を開始し、特定日前に当該育児短時間勤務等を終了し

た職員を除く。） 



 

 

 ⑷ 降任等相当転任日以後に人事委員会の承認を得てその号給を決定された職員又

は人事委員会の定めるこれに準ずる職員 

第８条 第１項特例任用職員又は第３項特例任用職員から降任等相当給料表異動をし

た職員であって、降任等相当転任日の前日から引き続き給料表の適用を受ける職員

（第４項各号に掲げる職員を除く。）のうち、降任等相当転任日に条例附則第３２

項の規定により当該職員が受ける給料月額（以下この項において「転任日給料月額

」という。）が降任等相当転任日の前日に降任等相当転任日において適用される給

料表の適用を受けるものとした場合の降任等相当転任日の前日のその者の号給等に

対応する給料月額に相当する額（仮定異動期間末日の前日に当該給料表の適用を受

け、同日から降任等相当転任日の前日まで当該給料表が引き続き適用されているも

のとした場合に、仮定異動期間末日の前日から降任等相当転任日の前々日までの間

のその者の号給等に対応する給料月額に、これよりも多い給料月額があるときは、

そのうち最も多い給料月額に相当する額）に１００分の７０を乗じて得た額（当該

額に、５０円未満の端数を生じたときはこれを切り捨て、５０円以上１００円未満

の端数を生じたときはこれを１００円に切り上げた額。以下この条において「第８

条基礎給料月額」という。）に達しないこととなる職員には、降任等相当転任日以

後、第８条基礎給料月額と転任日給料月額との差額に相当する額を、条例附則第３

７項の規定による給料として支給する。 

２ 前項の規定による給料の額と当該給料を支給される職員の受ける給料月額との合

計額が上限額を超える場合における同項の規定の適用については、同項中「第８条

基礎給料月額と転任日給料月額との差額」とあるのは、「上限額と当該職員の受け

る給料月額との差額」とする。 

３ 仮定異動期間末日の前日から降任等相当転任日までの間の給料表の給料月額が増

額改定又は減額改定をされた職員に対する前２項の規定の適用については、当該職

員について適用される第８条基礎給料月額は、第１項に規定する給料月額について

降任等相当転任日の給料表の給料月額欄に掲げる給料月額を用いて、算出するもの

とする。 

４ 第１項特例任用職員又は第３項特例任用職員から降任等相当給料表異動をした職

員であって、降任等相当転任日の前日から引き続き給料表の適用を受ける職員のう



 

 

ち、条例附則第３２項の規定の適用を受ける職員であって、次に掲げる職員には、

人事委員会の定める日以後、人事委員会の定める額を、条例附則第３７項の規定に

よる給料として支給する。 

 ⑴ 降任等相当転任日後に給料表異動等をした職員 

 ⑵ 仮定異動期間末日から降任等相当転任日までの間に降格（職員の同意を得て行

うものを除く。）をした職員 

 ⑶ 仮定異動期間末日の前日以後に育児短時間勤務等をした職員 

 ⑷ 仮定異動期間末日以後に人事委員会の承認を得てその号給を決定された職員又

は人事委員会の定めるこれに準ずる職員 

 （特例任用期間降格等職員に対する条例附則第３７項の規定による給料の支給） 

第９条 特例任用期間降格等職員（第３項特例任用職員のうち、仮定異動期間末日か

ら法第２８条の２第１項に規定する他の職への昇任、降任又は転任をされる日の前

日までの間において、降格（職員の同意を得て行うものに限る。）をされた職員又

は給料表異動により当該給料表異動後の職員の職務の級が当該給料表異動の前日に

給料表異動があったものとした場合の職員の職務の級より下位の職務の級となった

職員をいう。以下この条において同じ。）であって、仮定異動期間末日の前日から

引き続き給料表の適用を受ける職員（第４項各号に掲げる職員を除く。）のうち、

特例任用期間降格等職員となった日（当該日が２以上あるときは、当該日のうち最

も遅い日。以下この条において同じ。）に条例附則第３２項の規定により当該職員

が受ける給料月額（以下この項において「降格等相当日給料月額」という。）が、

次の各号に掲げる区分に応じ当該各号に定める額（当該額に５０円未満の端数を生

じたときはこれを切り捨て、５０円以上１００円未満の端数を生じたときはこれを

１００円に切り上げた額。以下この条において「第９条基礎給料月額」という。）

に達しないこととなる職員には、特例任用期間降格等職員となった日から法第２８

条の２第１項に規定する他の職への昇任、降任又は転任をされる日の前日までの間、

第９条基礎給料月額と降格等相当日給料月額との差額に相当する額を、条例附則第

３７項の規定による給料として支給する。 

 ⑴ 次号に掲げる職員以外の職員 特例任用期間降格等職員となった日の前日のそ

の者の号給等に対応する給料月額（仮定異動期間末日の前日から特例任用期間降



 

 

格等職員となった日の前々日までの間のその者の号給等に対応する給料月額に、

これより多い給料月額がある場合は、そのうち最も多い給料月額に相当する額）

に１００分の７０を乗じて得た額 

 ⑵ 仮定異動期間末日以後に給料表異動（当該給料表異動後の職員の職務の級が当

該給料表異動の前日に給料表異動があったものとした場合の職員の職務の級より

下位の職務の級となるものに限る。）をした職員 特例任用期間降格等職員とな

った日の前日に特例任用期間降格等職員となった日において適用される給料表の

適用を受ける職員への給料表異動があったものとした場合の特例任用期間降格等

職員となった日の前日のその者の号給等に対応する給料月額に相当する額（仮定

異動期間末日の前日に当該給料表異動があり、同日から特例任用期間降格等職員

となった日の前日まで当該給料表異動後に適用されている給料表が引き続き適用

されているものとした場合に、仮定異動期間末日の前日から特例任用期間降格等

職員となった日の前々日までの間のその者の号給等に対応する給料月額に、これ

よりも多い給料月額があるときは、そのうち最も多い給料月額に相当する額）に

１００分の７０を乗じて得た額 

２ 前項の規定による給料の額と当該給料を支給される職員の受ける給料月額との合

計額が上限額を超える場合における同項の規定の適用については、同項中「第９条

基礎給料月額と降格等相当日給料月額との差額」とあるのは、「上限額と当該職員

の受ける給料月額との差額」とする。 

３ 仮定異動期間末日の前日から特例任用期間降格等職員となった日までの間の給料

表の給料月額が増額改定又は減額改定をされた職員に対する前２項の規定の適用に

ついては、当該職員について適用される第９条基礎給料月額は、第１項各号に規定

する給料月額について特例任用期間降格等職員となった日の給料表の給料月額欄に

掲げる給料月額を用いて、算出するものとする。 

４ 特例任用期間降格等職員であって、仮定異動期間末日の前日から引き続き給料表

の適用を受ける職員のうち、条例附則第３２項の規定の適用を受ける職員であって、

次に掲げる職員には、人事委員会の定める日から法第２８条の２第１項に規定する

他の職への昇任、降任又は転任をされる日の前日までの間、人事委員会の定める額

を、条例附則第３７項の規定による給料として支給する。 



 

 

 ⑴ 特例任用期間降格等職員となった日の翌日から法第２８条の２第１項に規定す

る他の職への昇任、降任又は転任をされる日の前日までの間に初任給等基準規則

第２条第２号に規定する昇格をした職員 

 ⑵ 特例任用期間降格等職員となった日以後に給料表異動等（給料表異動のうち、

当該給料表異動後の職員の職務の級が当該給料表異動の前日に給料表異動があっ

たものとした場合の職員の職務の級より下位の職務の級となる場合のものを除く。

）をした職員 

 ⑶ 仮定異動期間末日から特例任用期間降格等職員となった日までの間に降格（職

員の同意を得て行うものを除く。）をした職員 

 ⑷ 仮定異動期間末日の前日以後に育児短時間勤務等をした職員 

 ⑸ 仮定異動期間末日以後に人事委員会の承認を得てその号給を決定された職員又

は人事委員会の定めるこれに準ずる職員 

 （人事交流等職員に対する条例附則第３７項の規定による給料の支給） 

第１０条 初任給等基準規則第１６条各号に掲げる者から人事交流等により引き続い

て管理監督職以外の職に採用され、又は異動した職員（以下この条において「人事

交流等職員」という。）のうち人事交流等職員となった日（当該日が２以上あると

きは、当該日のうち最も遅い日。以下この条において同じ。）前に職員であったも

のとした場合に異動日とみなされる日（以下この条において「みなし異動日」とい

う。）がある者であって、人事交流等職員となった日から引き続き給料表の適用を

受ける職員（第４項各号に掲げる職員を除く。）のうち、特定日に条例附則第３２

項の規定により当該職員が受ける給料月額（人事交流等職員となった日が６０歳に

達した日後における最初の４月１日（以下この条において「仮定特定日」という。

）後であるときは、仮定特定日に職員であったものとして条例附則第３２項の規定

が適用された場合に仮定特定日に当該職員が受けることとなる給料月額に相当する

額。以下この項において「特定日給料月額」という。）がみなし異動日の前日に職

員となったものとした場合に当該職員が受けることとなる給料月額に相当する額に

１００分の７０を乗じて得た額（当該額に、５０円未満の端数を生じたときはこれ

を切り捨て、５０円以上１００円未満の端数を生じたときはこれを１００円に切り

上げた額。以下この条において「第１０条基礎給料月額」という。）に達しないこ



 

 

ととなる職員には、人事交流等職員となった日（特定日前に人事交流等職員となっ

た場合にあっては特定日）以後、第１０条基礎給料月額と特定日給料月額との差額

に相当する額を、条例附則第３７項の規定による給料として支給する。 

２ 前項の規定による給料の額と当該給料を支給される職員の受ける給料月額との合

計額が上限額を超える場合における同項の規定の適用については、同項中「第１０

条基礎給料月額と特定日給料月額との差額」とあるのは、「上限額と当該職員の受

ける給料月額との差額」とする。 

３ 給料月額の改定をする条例の制定により、みなし異動日の前日から特定日（人事

交流等職員となった日が仮定特定日後であるときは、仮定特定日。以下この項にお

いて同じ。）までの間の給料表の給料月額が改定された場合における前２項の規定

の適用については、人事交流等職員について適用される第１０条基礎給料月額は、

第１項に規定する給料月額について特定日の給料表の給料月額欄に掲げる給料月額

を用いて、算出するものとする。 

４ 人事交流等職員のうちみなし異動日がある者であって、人事交流等職員となった

日から引き続き給料表の適用を受ける職員のうち、条例附則第３２項の規定の適用

を受ける職員であって、次に掲げる職員には、人事委員会の定める日以後、人事委

員会の定める額を、条例附則第３７項の規定による給料として支給する。 

 ⑴ かつて第１項特例任用職員又は第３項特例任用職員として勤務していた者で、

人事交流等により引き続いて初任給等基準規則第１６条各号に掲げる者となり引

き続いて人事交流等職員となったもの及びこれに準ずるもの 

 ⑵ 人事交流等職員となった日後に給料表異動等をした職員 

 ⑶ 人事交流等職員となった日から特定日までの間に降格をした職員 

 ⑷ 人事交流等職員となった日（特定日前に人事交流等職員となった場合にあって

は特定日）以後に育児短時間勤務等をした職員 

 ⑸ 人事交流等職員となった日以後に人事委員会の承認を得てその号給を決定され

た職員又は人事委員会の定めるこれに準ずる職員 

 （この規則により難い場合の措置） 

第１１条 条例附則第３４項、第３６項又は第３７項の規定による給料の支給につい

て、この規則の規定による場合には部内の他の職員との均衡を著しく失すると認め



 

 

られるときその他の特別の事情があるときは、あらかじめ人事委員会の承認を得て、

別段の取扱いをすることができる。 

 （雑則） 

第１２条 この規則に定めるもののほか、条例附則第３４項、第３６項又は第３７項

の規定による給料の支給に関し必要な事項は人事委員会が定める。 

附 則 

 この規則は、令和５年４月１日から施行する。 

 



 

 

さいたま市人事委員会規則第２号 

   さいたま市職員の初任給、昇格、昇給等の基準に関する規則の一部を改正する 

規則 

 さいたま市職員の初任給、昇格、昇給等の基準に関する規則（平成１４年さいたま

市人事委員会規則第２１号）の一部を次のように改正する。 

次の表中下線又は太線の表示部分（以下、改正前の欄にあっては「改正部分」と、

改正後の欄にあっては「改正後部分」という。）については、次のとおりとする。 

⑴ 改正部分及びそれに対応する改正後部分が存在するときは、当該改正部分を当

該改正後部分に改める。 

⑵ 改正部分のみ存在するときは、当該改正部分を削る。 

⑶ 改正後部分のみ存在するときは、当該改正後部分を加える。 

改正後 改正前 

 （新たに職員となった者の号給）  （新たに職員となった者の号給） 

第１１条 新たに職員となった者の号給は、次の各

号に掲げる職員の区分に応じ、当該各号に定める

号給とする。 

第１１条 新たに職員となった者の号給は、次の各

号に掲げる職員の区分に応じ、当該各号に定める

号給とする。 

 ⑴ 次号に掲げる職員以外の職員 次に掲げる職

員の区分に応じ、次に定める号給 

 ⑴ 次号に掲げる職員以外の職員 次に掲げる職

員の区分に応じ、次に定める号給 

  ア ［略］   ア ［略］ 

  イ 前条の規定により決定された職務の級の号

給が初任給基準表に定められていない職員 

初任給基準表に定める号給を基礎としてその

者の属する職務の級に昇格し、又は降格した

ものとした場合に第２２条第１項又は第２３

条の２第１項の規定により得られる号給 

  イ 前条の規定により決定された職務の級の号

給が初任給基準表に定められていない職員 

初任給基準表に定める号給を基礎としてその

者の属する職務の級に昇格し、又は降格した

ものとした場合に第２２条第１項又は第２３

条第１項の規定により得られる号給 

 ⑵ ［略］  ⑵ ［略］ 

２ ［略］ ２ ［略］ 

  

 （昇格の場合の号給）  （昇格の場合の号給） 

第２２条 ［略］ 第２２条 ［略］ 

２・３ ［略］ ２・３ ［略］ 

４ 降格した職員を当該降格後最初に昇格させる場

合において、前３項の規定により決定される号給

が部内の他の職員との均衡を著しく失すると認め

られるときは、前３項の規定にかかわらず、人事

委員会の定めるところにより、その者の号給を決

定することができる。 

４ 降格した職員を当該降格後最初に昇格させた場

合におけるその者の号給は、前３項の規定にかか

わらず、人事委員会の定める号給とする。 

  

 （降格）  

第２３条 職員を降格させる場合には、その職務に

応じ、その者の属する職務の級を下位の職務の級

に決定するものとする。 

 



 

 

  

 （降格の場合の号給）  （降格の場合の号給） 

第２３条の２ 職員を降格させた場合におけるその

者の号給は、その者に適用される給料表の別に応

じ、かつ、降格した日の前日に受けていた号給に

対応する別表第７の２に定める降格時号給対応表

の降格後の号給欄に定める号給とする。 

第２３条 職員を降格させた場合におけるその者の

号給は、降格した日の前日に受けていた号給と同

じ額の号給（同じ額の号給がないときは、直近下

位の額の号給）とする。 

２・３ ［略］ ２・３ ［略］ 

  

 （初任給基準を異にする異動をした職員の号給）  （初任給基準を異にする異動をした職員の号給） 

第２５条 ［略］ 第２５条 ［略］ 

２ ［略］ ２ ［略］ 

３ 第２２条及び第２３条の２の規定は、前条第１

項に規定する異動をしたことにより昇格し、又は

降格した職員の号給については適用しない。 

３ 第２２条及び第２３条の規定は、前条第１項に

規定する異動をしたことにより昇格し、又は降格

した職員の号給については適用しない。 

  

別表第７（第２２条関係） 別表第７（第２２条関係） 

 ⑴ 行政職給料表昇格時号給対応表  ⑴ 行政職給料表昇格時号給対応表 

昇格し

た日の

前日に

受けて

いた号

給 

昇格後の号給 

２

級 

３

級 

４

級 

５

級 

６

級 

７

級 

８

級 

 ［略］ 
 

昇格し

た日の

前日に

受けて

いた号

給 

２

級 

３

級 

４

級 

５

級 

６

級 

７

級 

８

級 

 ［略］ 
 

⑵ 医療職給料表⑴昇格時号給対応表  ⑵ 医療職給料表⑴昇格時号給対応表 

昇格し

た日の

前日に

受けて

いた号

給 

昇格後の号給 

２級 ３級 ４級 ５級 

 ［略］ 
 

昇格し

た日の

前日に

受けて

いた号

給 

２級 ３級 ４級 ５級 

 ［略］ 
 

⑶ 医療職給料表⑵昇格時号給対応表  ⑶ 医療職給料表⑵昇格時号給対応表 

昇格し

た日の

前日に

受けて

いた号

給 

昇格後の号給 

２級 ３級 ４級 ５級 ６級 

 ［略］ 
 

昇格し

た日の

前日に

受けて

いた号

給 

２級 ３級 ４級 ５級 ６級 

 ［略］ 
 

 ⑷ 医療職給料表⑶昇格時号給対応表  ⑷ 医療職給料表⑶昇格時号給対応表 

昇格し

た日の

前日に

受けて

いた号

給 

昇格後の号給 

２級 ３級 ４級 ５級 ６級 

昇格し

た日の

前日に

受けて

いた号

給 

２級 ３級 ４級 ５級 ６級 



 

 

 ［略］ 
 

 ［略］ 
 

 ⑸ 消防職給料表昇格時号給対応表  ⑸ 消防職給料表昇格時号給対応表 

昇格し

た日の

前日に

受けて

いた号

給 

昇格後の号給 

２

級 

３

級 

４

級 

５

級 

６

級 

７

級 

８

級 

９

級 

 ［略］ 
 

昇格し

た日の

前日に

受けて

いた号

給 

２

級 

３

級 

４

級 

５

級 

６

級 

７

級 

８

級 

９

級 

 ［略］ 
 

  

 別表第７の次に次の１表を加える。 

別表第７の２（第２３条の２関係） 

 ⑴ 行政職給料表降格時号給対応表 

降格し

た日の 

前日に

受けて

いた号

給 

降格後の号給 

１級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 ７級 

１ ４９ １７ １７ ２１ １３ １７ １７ 

２ ５０ １８ １８ ２２ １４ １８ １８ 

３ ５１ １９ １９ ２３ １５ １９ １９ 

４ ５２ ２０ ２０ ２４ １６ ２０ ２０ 

５ ５３ ２１ ２１ ２５ １７ ２１ ２１ 

６ ５４ ２２ ２２ ２６ １８ ２２ ２２ 

７ ５５ ２３ ２３ ２７ １９ ２３ ２３ 

８ ５６ ２４ ２４ ２８ ２０ ２４ ２４ 

９ ５７ ２５ ２５ ２９ ２１ ２５ ２５ 

１０ ５８ ２６ ２６ ３０ ２２ ２６ ２６ 

１１ ５９ ２７ ２７ ３１ ２３ ２７ ２７ 

１２ ６０ ２８ ２８ ３２ ２４ ２８ ２８ 

１３ ６１ ２９ ２９ ３３ ２５ ２９ ３０ 

１４ ６２ ３０ ３０ ３４ ２６ ３０ ３２ 

１５ ６３ ３１ ３１ ３５ ２７ ３１ ３４ 

１６ ６４ ３２ ３２ ３６ ２８ ３２ ３６ 

１７ ６５ ３３ ３３ ３７ ２９ ３４ ３７ 

１８ ６６ ３４ ３４ ３８ ３０ ３６ ３７ 

１９ ６７ ３５ ３５ ３９ ３１ ３８ ３７ 

２０ ６８ ３６ ３６ ４０ ３２ ４０ ３７ 

２１ ６９ ３７ ３７ ４１ ３４ ４３ ３７ 

２２ ７０ ３８ ３８ ４２ ３６ ４６ ３７ 



 

 

２３ ７１ ３９ ３９ ４３ ３８ ４９ ３７ 

２４ ７２ ４０ ４０ ４４ ４０ ５２ ３７ 

２５ ７３ ４１ ４１ ４６ ４２ ５４ ３７ 

２６ ７４ ４２ ４２ ４８ ４４ ５６  

２７ ７５ ４３ ４３ ５０ ４６ ５７  

２８ ７６ ４４ ４４ ５２ ４８ ５７  

２９ ７７ ４５ ４５ ５５ ５１ ５７  

３０ ７８ ４６ ４６ ５８ ５４ ５７  

３１ ７９ ４７ ４７ ６１ ５７ ５７  

３２ ８０ ４８ ４８ ６４ ６０ ５７  

３３ ８１ ５０ ４９ ６８ ６４ ５７  

３４ ８２ ５２ ５０ ７２ ６８ ５７  

３５ ８３ ５４ ５１ ７６ ７２ ５７  

３６ ８４ ５６ ５２ ８０ ７６ ５７  

３７ ８６ ５７ ５３ ８３ ７７ ５７  

３８ ８８ ５８ ５４ ８６ ７７   

３９ ８９ ５９ ５５ ８９ ７７   

４０ ８９ ６０ ５６ ８９ ７７   

４１ ８９ ６２ ５７ ８９ ７７   

４２ ８９ ６４ ５８ ８９ ７７   

４３ ８９ ６６ ５９ ８９ ７７   

４４ ８９ ６８ ６０ ８９ ７７   

４５ ８９ ７０ ６１ ８９ ７７   

４６ ８９ ７２ ６２ ８９ ７７   

４７ ８９ ７４ ６３ ８９ ７７   

４８ ８９ ７６ ６４ ８９ ７７   

４９ ８９ ７９ ６６ ８９ ７７   

５０ ８９ ８２ ６８ ８９ ７７   

５１ ８９ ８５ ７０ ８９ ７７   

５２ ８９ ８８ ７２ ８９ ７７   

５３ ８９ ９１ ７４ ８９ ７７   

５４ ８９ ９４ ７６ ８９ ７７   

５５ ８９ ９７ ７８ ８９ ７７   

５６ ８９ １００ ８０ ８９ ７７   

５７ ８９ １０１ ８１ ８９ ７７   

５８ ８９ １０１ ８２ ８９    

５９ ８９ １０１ ８３ ８９    

６０ ８９ １０１ ８４ ８９    

６１ ８９ １０１ ８６ ８９    

６２ ８９ １０１ ８８ ８９    

６３ ８９ １０１ ９０ ８９    

６４ ８９ １０１ ９２ ８９    



 

 

６５ ８９ １０１ ９４ ８９    

６６ ８９ １０１ ９６ ８９    

６７ ８９ １０１ ９８ ８９    

６８ ８９ １０１ １００ ８９    

６９ ８９ １０１ １０１ ８９    

７０ ８９ １０１ １０１ ８９    

７１ ８９ １０１ １０１ ８９    

７２ ８９ １０１ １０１ ８９    

７３ ８９ １０１ １０１ ８９    

７４ ８９ １０１ １０１ ８９    

７５ ８９ １０１ １０１ ８９    

７６ ８９ １０１ １０１ ８９    

７７ ８９ １０１ １０１ ８９    

７８ ８９ １０１ １０１     

７９ ８９ １０１ １０１     

８０ ８９ １０１ １０１     

８１ ８９ １０１ １０１     

８２ ８９ １０１ １０１     

８３ ８９ １０１ １０１     

８４ ８９ １０１ １０１     

８５ ８９ １０１ １０１     

８６ ８９ １０１ １０１     

８７ ８９ １０１ １０１     

８８ ８９ １０１ １０１     

８９ ８９ １０１ １０１     

９０ ８９ １０１      

９１ ８９ １０１      

９２ ８９ １０１      

９３ ８９ １０１      

９４ ８９ １０１      

９５ ８９ １０１      

９６ ８９ １０１      

９７ ８９ １０１      

９８ ８９ １０１      

９９ ８９ １０１      

１００ ８９ １０１      

１０１ ８９ １０１      

 ⑵ 医療職給料表⑴降格時号給対応表 

降格した日の

前日に受けて

いた号給 

降格後の号給 

１級 ２級 ３級 ４級 



 

 

１ ２１ １７ ２５ ４５ 

２ ２２ １８ ２６ ４６ 

３ ２３ １９ ２７ ４７ 

４ ２４ ２０ ２８ ４８ 

５ ２５ ２１ ２９ ４９ 

６ ２６ ２２ ３０ ５０ 

７ ２７ ２３ ３１ ５１ 

８ ２８ ２４ ３２ ５２ 

９ ２９ ２５ ３３ ５４ 

１０ ３０ ２６ ３４ ５６ 

１１ ３１ ２７ ３５ ５８ 

１２ ３２ ２８ ３６ ６０ 

１３ ３３ ２９ ３７ ６２ 

１４ ３４ ３０ ３８ ６４ 

１５ ３５ ３１ ３９ ６６ 

１６ ３６ ３２ ４０ ６８ 

１７ ３７ ３３ ４１ ７０ 

１８ ３８ ３４ ４２ ７２ 

１９ ３９ ３５ ４３ ７４ 

２０ ４０ ３６ ４４ ７６ 

２１ ４２ ３７ ４５ ７７ 

２２ ４４ ３８ ４６ ７８ 

２３ ４６ ３９ ４７ ７９ 

２４ ４８ ４０ ４８ ８０ 

２５ ５０ ４１ ４９ ８１ 

２６ ５２ ４２ ５０ ８２ 

２７ ５４ ４３ ５１ ８３ 

２８ ５６ ４４ ５２ ８４ 

２９ ５９ ４５ ５３ ８５ 

３０ ６２ ４６ ５４ ８５ 

３１ ６５ ４７ ５５ ８５ 

３２ ６５ ４８ ５６ ８５ 

３３ ６５ ４９ ５８ ８５ 

３４ ６５ ５０ ６０ ８５ 

３５ ６５ ５１ ６２ ８５ 

３６ ６５ ５２ ６４ ８５ 

３７ ６５ ５４ ６６ ８５ 

３８ ６５ ５６ ６８ ８５ 

３９ ６５ ５８ ７０ ８５ 

４０ ６５ ６０ ７２ ８５ 

４１ ６５ ６４ ７４ ８５ 

４２ ６５ ６８ ７６ ８５ 



 

 

４３ ６５ ７２ ７８ ８５ 

４４ ６５ ７６ ８０ ８５ 

４５ ６５ ７９ ８１ ８５ 

４６ ６５ ８２ ８２ ８５ 

４７ ６５ ８５ ８３ ８５ 

４８ ６５ ８８ ８４ ８５ 

４９ ６５ ９１ ８６ ８５ 

５０ ６５ ９４ ８８ ８５ 

５１ ６５ ９７ ９０ ８５ 

５２ ６５ ９７ ９２ ８５ 

５３ ６５ ９７ ９３ ８５ 

５４ ６５ ９７ ９４ ８５ 

５５ ６５ ９７ ９５ ８５ 

５６ ６５ ９７ ９６ ８５ 

５７ ６５ ９７ ９７ ８５ 

５８ ６５ ９７ ９８  

５９ ６５ ９７ ９９  

６０ ６５ ９７ １００  

６１ ６５ ９７ １０１  

６２ ６５ ９７ １０２  

６３ ６５ ９７ １０３  

６４ ６５ ９７ １０４  

６５ ６５ ９７ １０５  

６６ ６５ ９７ １０６  

６７ ６５ ９７ １０７  

６８ ６５ ９７ １０８  

６９ ６５ ９７ １０９  

７０ ６５ ９７ １１０  

７１ ６５ ９７ １１１  

７２ ６５ ９７ １１２  

７３ ６５ ９７ １１３  

７４ ６５ ９７ １１４  

７５ ６５ ９７ １１５  

７６ ６５ ９７ １１６  

７７ ６５ ９７ １１７  

７８ ６５ ９７ １１７  

７９ ６５ ９７ １１７  

８０ ６５ ９７ １１７  

８１ ６５ ９７ １１７  

８２ ６５ ９７ １１７  

８３ ６５ ９７ １１７  

８４ ６５ ９７ １１７  



 

 

８５ ６５ ９７ １１７  

８６ ６５ ９７   

８７ ６５ ９７   

８８ ６５ ９７   

８９ ６５ ９７   

９０ ６５ ９７   

９１ ６５ ９７   

９２ ６５ ９７   

９３ ６５ ９７   

９４ ６５ ９７   

９５ ６５ ９７   

９６ ６５ ９７   

９７ ６５ ９７   

９８  ９７   

９９  ９７   

１００  ９７   

１０１  ９７   

１０２  ９７   

１０３  ９７   

１０４  ９７   

１０５  ９７   

１０６  ９７   

１０７  ９７   

１０８  ９７   

１０９  ９７   

１１０  ９７   

１１１  ９７   

１１２  ９７   

１１３  ９７   

１１４  ９７   

１１５  ９７   

１１６  ９７   

１１７  ９７   

 ⑶ 医療職給料表⑵降格時号給対応表 

降格した日

の前日に受

けていた号

給 

降格後の号給 

１級 ２級 ３級 ４級 ５級 

１ １３ ５３ １７ １７ ２５ 

２ １４ ５４ １８ １８ ２６ 

３ １５ ５５ １９ １９ ２７ 



 

 

４ １６ ５６ ２０ ２０ ２８ 

５ １７ ５７ ２１ ２１ ２９ 

６ １８ ５８ ２２ ２２ ３０ 

７ １９ ５９ ２３ ２３ ３１ 

８ ２０ ６０ ２４ ２４ ３２ 

９ ２１ ６１ ２５ ２５ ３３ 

１０ ２２ ６２ ２６ ２６ ３４ 

１１ ２３ ６３ ２７ ２７ ３５ 

１２ ２４ ６４ ２８ ２８ ３６ 

１３ ２５ ６５ ２９ ２９ ３９ 

１４ ２６ ６６ ３０ ３０ ４２ 

１５ ２７ ６７ ３１ ３１ ４５ 

１６ ２８ ６８ ３２ ３２ ４８ 

１７ ２９ ６９ ３３ ３３ ５０ 

１８ ３０ ７０ ３４ ３４ ５２ 

１９ ３１ ７１ ３５ ３５ ５３ 

２０ ３２ ７２ ３６ ３６ ５３ 

２１ ３３ ７３ ３７ ３７ ５３ 

２２ ３４ ７４ ３８ ３８ ５３ 

２３ ３５ ７５ ３９ ３９ ５３ 

２４ ３６ ７６ ４０ ４０ ５３ 

２５ ３７ ７７ ４１ ４１ ５３ 

２６ ３８ ７８ ４２ ４２ ５３ 

２７ ３９ ７９ ４３ ４３ ５３ 

２８ ４０ ８０ ４４ ４４ ５３ 

２９ ４１ ８１ ４５ ４５ ５３ 

３０ ４２ ８２ ４６ ４６ ５３ 

３１ ４３ ８３ ４７ ４７ ５３ 

３２ ４４ ８４ ４８ ４８ ５３ 

３３ ４５ ８６ ５０ ４９ ５３ 

３４ ４６ ８８ ５２ ５０ ５３ 

３５ ４７ ９０ ５４ ５１ ５３ 

３６ ４８ ９２ ５６ ５２ ５３ 

３７ ４９ ９３ ５８ ５３ ５３ 

３８ ５０ ９４ ６０ ５４  

３９ ５１ ９５ ６２ ５５  

４０ ５２ ９６ ６４ ５６  

４１ ５３ ９９ ６６ ５７  

４２ ５４ １０２ ６８ ５８  

４３ ５５ １０５ ７０ ５９  

４４ ５６ １０８ ７２ ６０  

４５ ５７ １０９ ７５ ６１  



 

 

４６ ５８ １０９ ７８ ６２  

４７ ５９ １０９ ８１ ６３  

４８ ６０ １０９ ８４ ６４  

４９ ６１ １０９ ８７ ６５  

５０ ６２ １０９ ９０ ６６  

５１ ６３ １０９ ９３ ６７  

５２ ６４ １０９ ９６ ６８  

５３ ６５ １０９ ９８ ６９  

５４ ６６ １０９ １００   

５５ ６７ １０９ １０２   

５６ ６８ １０９ １０４   

５７ ６９ １０９ １０５   

５８ ７０ １０９ １０５   

５９ ７１ １０９ １０５   

６０ ７２ １０９ １０５   

６１ ７３ １０９ １０５   

６２ ７４ １０９ １０５   

６３ ７５ １０９ １０５   

６４ ７６ １０９ １０５   

６５ ７７ １０９ １０５   

６６ ７８ １０９ １０５   

６７ ７９ １０９ １０５   

６８ ８０ １０９ １０５   

６９ ８２ １０９ １０５   

７０ ８４ １０９    

７１ ８６ １０９    

７２ ８８ １０９    

７３ ９０ １０９    

７４ ９２ １０９    

７５ ９４ １０９    

７６ ９６ １０９    

７７ ９７ １０９    

７８ ９７ １０９    

７９ ９７ １０９    

８０ ９７ １０９    

８１ ９７ １０９    

８２ ９７ １０９    

８３ ９７ １０９    

８４ ９７ １０９    

８５ ９７ １０９    

８６ ９７ １０９    

８７ ９７ １０９    



 

 

８８ ９７ １０９    

８９ ９７ １０９    

９０ ９７ １０９    

９１ ９７ １０９    

９２ ９７ １０９    

９３ ９７ １０９    

９４ ９７ １０９    

９５ ９７ １０９    

９６ ９７ １０９    

９７ ９７ １０９    

９８ ９７ １０９    

９９ ９７ １０９    

１００ ９７ １０９    

１０１ ９７ １０９    

１０２ ９７ １０９    

１０３ ９７ １０９    

１０４ ９７ １０９    

１０５ ９７ １０９    

１０６ ９７     

１０７ ９７     

１０８ ９７     

１０９ ９７     

 ⑷ 医療職給料表⑶降格時号給対応表 

降格した日

の前日に受

けていた号

給 

降格後の号給 

１級 ２級 ３級 ４級 ５級 

１ １７ ２９ １３ １７ １７ 

２ １８ ３０ １４ １８ １８ 

３ １９ ３１ １５ １９ １９ 

４ ２０ ３２ １６ ２０ ２０ 

５ ２１ ３３ １７ ２１ ２１ 

６ ２２ ３４ １８ ２２ ２２ 

７ ２３ ３５ １９ ２３ ２３ 

８ ２４ ３６ ２０ ２４ ２４ 

９ ２５ ３７ ２１ ２５ ２５ 

１０ ２６ ３８ ２２ ２６ ２６ 

１１ ２７ ３９ ２３ ２７ ２７ 

１２ ２８ ４０ ２４ ２８ ２８ 

１３ ２９ ４１ ２５ ２９ ２９ 

１４ ３０ ４２ ２６ ３０ ３０ 



 

 

１５ ３１ ４３ ２７ ３１ ３１ 

１６ ３２ ４４ ２８ ３２ ３２ 

１７ ３３ ４５ ２９ ３３ ３３ 

１８ ３４ ４６ ３０ ３４ ３４ 

１９ ３５ ４７ ３１ ３５ ３５ 

２０ ３６ ４８ ３２ ３６ ３６ 

２１ ３７ ４９ ３３ ３７ ３７ 

２２ ３８ ５０ ３４ ３８ ３８ 

２３ ３９ ５１ ３５ ３９ ３９ 

２４ ４０ ５２ ３６ ４０ ４０ 

２５ ４１ ５３ ３７ ４１ ４１ 

２６ ４２ ５４ ３８ ４２ ４２ 

２７ ４３ ５５ ３９ ４３ ４３ 

２８ ４４ ５６ ４０ ４４ ４４ 

２９ ４５ ５７ ４１ ４５ ４５ 

３０ ４６ ５８ ４２ ４６ ４６ 

３１ ４７ ５９ ４３ ４７ ４７ 

３２ ４８ ６０ ４４ ４８ ４８ 

３３ ４９ ６１ ４５ ４９ ４９ 

３４ ５０ ６２ ４６ ５０ ５０ 

３５ ５１ ６３ ４７ ５１ ５１ 

３６ ５２ ６４ ４８ ５２ ５２ 

３７ ５３ ６５ ４９ ５３ ５３ 

３８ ５４ ６６ ５０ ５４ ５４ 

３９ ５５ ６７ ５１ ５５ ５５ 

４０ ５６ ６８ ５２ ５６ ５６ 

４１ ５７ ７０ ５４ ５７ ５７ 

４２ ５８ ７２ ５６ ５８ ５８ 

４３ ５９ ７４ ５８ ５９ ５９ 

４４ ６０ ７６ ６０ ６０ ６０ 

４５ ６１ ７７ ６１ ６１ ６１ 

４６ ６２ ７８ ６２ ６２ ６２ 

４７ ６３ ７９ ６３ ６３ ６３ 

４８ ６４ ８０ ６４ ６４ ６４ 

４９ ６５ ８１ ６５ ６５ ６６ 

５０ ６６ ８２ ６６ ６６ ６８ 

５１ ６７ ８３ ６７ ６７ ７０ 

５２ ６８ ８４ ６８ ６８ ７２ 

５３ ６９ ８５ ７０ ６９ ７３ 

５４ ７０ ８６ ７２ ７０  

５５ ７１ ８７ ７４ ７１  

５６ ７２ ８８ ７６ ７２  



 

 

５７ ７３ ９０ ７８ ７３  

５８ ７４ ９２ ８０ ７４  

５９ ７５ ９４ ８２ ７５  

６０ ７６ ９６ ８４ ７６  

６１ ７７ ９７ ８６ ７７  

６２ ７８ ９７ ８８ ７８  

６３ ７９ ９７ ９０ ７９  

６４ ８０ ９７ ９２ ８０  

６５ ８１ ９７ ９４ ８１  

６６ ８２ ９７ ９６ ８２  

６７ ８３ ９７ ９８ ８３  

６８ ８４ ９７ １００ ８４  

６９ ８５ ９７ １０２ ８５  

７０ ８５ ９７ １０４ ８６  

７１ ８５ ９７ １０６ ８７  

７２ ８５ ９７ １０８ ８８  

７３ ８５ ９７ １１１ ８９  

７４ ８５ ９７ １１４   

７５ ８５ ９７ １１７   

７６ ８５ ９７ １２０   

７７ ８５ ９７ １２２   

７８ ８５ ９７ １２４   

７９ ８５ ９７ １２６   

８０ ８５ ９７ １２８   

８１ ８５ ９７ １２９   

８２ ８５ ９７ １２９   

８３ ８５ ９７ １２９   

８４ ８５ ９７ １２９   

８５ ８５ ９７ １２９   

８６ ８５ ９７ １２９   

８７ ８５ ９７ １２９   

８８ ８５ ９７ １２９   

８９ ８５ ９７ １２９   

９０ ８５ ９７    

９１ ８５ ９７    

９２ ８５ ９７    

９３ ８５ ９７    

９４ ８５ ９７    

９５ ８５ ９７    

９６ ８５ ９７    

９７ ８５ ９７    

９８  ９７    



 

 

９９  ９７    

１００  ９７    

１０１  ９７    

１０２  ９７    

１０３  ９７    

１０４  ９７    

１０５  ９７    

１０６  ９７    

１０７  ９７    

１０８  ９７    

１０９  ９７    

１１０  ９７    

１１１  ９７    

１１２  ９７    

１１３  ９７    

１１４  ９７    

１１５  ９７    

１１６  ９７    

１１７  ９７    

１１８  ９７    

１１９  ９７    

１２０  ９７    

１２１  ９７    

１２２  ９７    

１２３  ９７    

１２４  ９７    

１２５  ９７    

１２６  ９７    

１２７  ９７    

１２８  ９７    

１２９  ９７    

 ⑸ 消防職給料表降格時号給対応表 

降格し

た日の

前日に

受けて

いた号

給 

降格後の号給 

１級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 ７級 ８級 

１ ４９ １７ １３ １７ ９ １３ １７ １７ 

２ ５０ １８ １４ １８ １０ １４ １８ １８ 

３ ５１ １９ １５ １９ １１ １５ １９ １９ 

４ ５２ ２０ １６ ２０ １２ １６ ２０ ２０ 



 

 

５ ５３ ２１ １７ ２１ １３ １７ ２１ ２１ 

６ ５４ ２２ １８ ２２ １４ １８ ２２ ２２ 

７ ５５ ２３ １９ ２３ １５ １９ ２３ ２３ 

８ ５６ ２４ ２０ ２４ １６ ２０ ２４ ２４ 

９ ５７ ２５ ２１ ２５ １７ ２１ ２５ ２５ 

１０ ５８ ２６ ２２ ２６ １８ ２２ ２６ ２６ 

１１ ５９ ２７ ２３ ２７ １９ ２３ ２７ ２７ 

１２ ６０ ２８ ２４ ２８ ２０ ２４ ２８ ２８ 

１３ ６１ ２９ ２５ ２９ ２１ ２５ ２９ ２９ 

１４ ６２ ３０ ２６ ３０ ２２ ２６ ３０ ３０ 

１５ ６３ ３１ ２７ ３１ ２３ ２７ ３１ ３１ 

１６ ６４ ３２ ２８ ３２ ２４ ２８ ３２ ３２ 

１７ ６５ ３３ ２９ ３３ ２５ ２９ ３４ ３４ 

１８ ６６ ３４ ３０ ３４ ２６ ３０ ３６ ３６ 

１９ ６７ ３５ ３１ ３５ ２７ ３１ ３８ ３７ 

２０ ６８ ３６ ３２ ３６ ２８ ３２ ４０ ３７ 

２１ ６９ ３７ ３３ ３７ ２９ ３４ ４３ ３７ 

２２ ７０ ３８ ３４ ３８ ３０ ３６ ４６ ３７ 

２３ ７１ ３９ ３５ ３９ ３１ ３８ ４９ ３７ 

２４ ７２ ４０ ３６ ４０ ３２ ４０ ５２ ３７ 

２５ ７３ ４１ ３７ ４１ ３４ ４２ ５４ ３７ 

２６ ７４ ４２ ３８ ４２ ３６ ４４ ５６  

２７ ７５ ４３ ３９ ４３ ３８ ４６ ５７  

２８ ７６ ４４ ４０ ４４ ４０ ４８ ５７  

２９ ７７ ４５ ４１ ４５ ４３ ５１ ５７  

３０ ７８ ４６ ４２ ４６ ４６ ５４ ５７  

３１ ７９ ４７ ４３ ４７ ４９ ５７ ５７  

３２ ８０ ４８ ４４ ４８ ５２ ６０ ５７  

３３ ８１ ５０ ４５ ４９ ５６ ６４ ５７  

３４ ８２ ５２ ４６ ５０ ６０ ６８ ５７  

３５ ８３ ５４ ４７ ５１ ６４ ７２ ５７  

３６ ８４ ５６ ４８ ５２ ６８ ７６ ５７  

３７ ８５ ５７ ４９ ５４ ７１ ７７ ５７  

３８ ８６ ５８ ５０ ５６ ７４ ７７   

３９ ８７ ５９ ５１ ５８ ７７ ７７   

４０ ８８ ６０ ５２ ６０ ７７ ７７   

４１ ８９ ６２ ５３ ６２ ７７ ７７   

４２ ８９ ６４ ５４ ６４ ７７ ７７   

４３ ８９ ６６ ５５ ６６ ７７ ７７   

４４ ８９ ６８ ５６ ６８ ７７ ７７   

４５ ８９ ７０ ５７ ６９ ７７ ７７   

４６ ８９ ７２ ５８ ７０ ７７ ７７   



 

 

４７ ８９ ７４ ５９ ７１ ７７ ７７   

４８ ８９ ７６ ６０ ７２ ７７ ７７   

４９ ８９ ７９ ６１ ７４ ７７ ７７   

５０ ８９ ８２ ６２ ７６ ７７ ７７   

５１ ８９ ８５ ６３ ７８ ７７ ７７   

５２ ８９ ８８ ６４ ８０ ７７ ７７   

５３ ８９ ９１ ６５ ８１ ７７ ７７   

５４ ８９ ９４ ６６ ８２ ７７ ７７   

５５ ８９ ９７ ６７ ８３ ７７ ７７   

５６ ８９ １００ ６８ ８４ ７７ ７７   

５７ ８９ １０１ ６９ ８６ ７７ ７７   

５８ ８９ １０１ ７０ ８８ ７７    

５９ ８９ １０１ ７１ ９０ ７７    

６０ ８９ １０１ ７２ ９２ ７７    

６１ ８９ １０１ ７３ ９４ ７７    

６２ ８９ １０１ ７４ ９６ ７７    

６３ ８９ １０１ ７５ ９８ ７７    

６４ ８９ １０１ ７６ １００ ７７    

６５ ８９ １０１ ７７ １０１ ７７    

６６ ８９ １０１ ７８ １０１ ７７    

６７ ８９ １０１ ７９ １０１ ７７    

６８ ８９ １０１ ８０ １０１ ７７    

６９ ８９ １０１ ８１ １０１ ７７    

７０ ８９ １０１ ８２ １０１ ７７    

７１ ８９ １０１ ８３ １０１ ７７    

７２ ８９ １０１ ８４ １０１ ７７    

７３ ８９ １０１ ８５ １０１ ７７    

７４ ８９ １０１ ８６ １０１ ７７    

７５ ８９ １０１ ８７ １０１ ７７    

７６ ８９ １０１ ８８ １０１ ７７    

７７ ８９ １０１ ８９ １０１ ７７    

７８ ８９ １０１ ９０      

７９ ８９ １０１ ９１      

８０ ８９ １０１ ９２      

８１ ８９ １０１ ９３      

８２ ８９ １０１ ９４      

８３ ８９ １０１ ９５      

８４ ８９ １０１ ９６      

８５ ８９ １０１ ９７      

８６ ８９ １０１ ９８      

８７ ８９ １０１ ９９      

８８ ８９ １０１ １００      



 

 

８９ ８９ １０１ １０１      

９０ ８９ １０１ １０１      

９１ ８９ １０１ １０１      

９２ ８９ １０１ １０１      

９３ ８９ １０１ １０１      

９４ ８９ １０１ １０１      

９５ ８９ １０１ １０１      

９６ ８９ １０１ １０１      

９７ ８９ １０１ １０１      

９８ ８９ １０１ １０１      

９９ ８９ １０１ １０１      

１００ ８９ １０１ １０１      

１０１ ８９ １０１ １０１      

附 則 

この規則は、令和５年４月１日から施行する。 



 

 

さいたま市人事委員会規則第３号 

   さいたま市職員からの苦情相談に関する規則の一部を改正する規則 

 さいたま市職員からの苦情相談に関する規則（平成１７年さいたま市人事委員会規

則第１号）の一部を次のように改正する。 

次の表中下線又は太線の表示部分（以下、改正前の欄にあっては「改正部分」と、

改正後の欄にあっては「改正後部分」という。）については、次のとおりとする。 

⑴ 改正部分及びそれに対応する改正後部分が存在するときは、当該改正部分を当

該改正後部分に改める。 

⑵ 改正部分のみ存在するときは、当該改正部分を削る。 

⑶ 改正後部分のみ存在するときは、当該改正後部分を加える。 

改正後 改正前 

 （人事委員会に対する苦情相談）  （人事委員会に対する苦情相談） 

第２条 職員（離職した職員を含む。第４条第１項

において同じ。）は人事委員会に対し、原則とし

て口頭により勤務条件その他の人事管理に関する 

苦情の申出及び相談（当該職員に係るものに限る。

以下「苦情相談」という。）を行うことができる。

ただし、離職した職員にあっては、次に掲げる苦 

情相談に限る。 

第２条 職員（離職した職員を含む。第４条第１項

において同じ。）は人事委員会に対し、原則とし

て口頭により勤務条件その他の人事管理に関する 

苦情の申出及び相談（当該職員に係るものに限る。

以下「苦情相談」という。）を行うことができる。

ただし、離職した職員にあっては、次に掲げる苦 

情相談に限る。 

 ⑴ ［略］  ⑴ ［略］ 

 ⑵ 法第２２条の４第１項の規定による採用に関

する苦情相談 

 ⑵ 法第２８条の４又は第２８条の５の規定に基

づく採用に関する苦情相談 

２ ［略］ ２ ［略］ 

  

   附 則 

 （施行期日） 

１ この規則は、令和５年４月１日から施行する。 

 （経過措置） 

２ 令和１４年３月３１日までの間におけるこの規則による改正後のさいたま市職員

からの苦情相談に関する規則第２条第１項の規定の適用については、同項第２号中

「第２２条の４第１項」とあるのは「第２２条の４第１項又は地方公務員法の一部

を改正する法律（令和３年法律第６３号）附則第４条第１項若しくは第２項若しく

は第６条第１項若しくは第２項」とする。 

 



 

 

さいたま市人事委員会規則第４号 

   さいたま市人事委員会事務局の組織等に関する規則の一部を改正する規則 

 さいたま市人事委員会事務局の組織等に関する規則（平成１４年さいたま市人事委

員会規則第２号）の一部を次のように改正する。 

次の表中下線又は太線の表示部分（以下、改正前の欄にあっては「改正部分」と、

改正後の欄にあっては「改正後部分」という。）については、次のとおりとする。 

⑴ 改正部分及びそれに対応する改正後部分が存在するときは、当該改正部分を当

該改正後部分に改める。 

⑵ 改正部分のみ存在するときは、当該改正部分を削る。 

⑶ 改正後部分のみ存在するときは、当該改正後部分を加える。 

改正後 改正前 

 （職員）  （職員） 

第４条 ［略］ 第４条 ［略］ 

２ 事務局に理事、副理事、事務局次長、参事、総

合調整幹又は調整幹を置くことができる。 

２ 事務局に理事、副理事、事務局次長又は参事を

置くことができる。 

３ 課に副参事、課長補佐、主幹、専門幹、参与又

は主査を置くことができる。 

３ 課に副参事、課長補佐、主幹、参与又は主査を

置くことができる。 

４ ［略］ ４ ［略］ 

  

 （職務）  （職務） 

第５条 ［略］ 第５条 ［略］ 

２ ［略］ ２ ［略］ 

３ 理事、副理事、事務局次長、参事、副参事、総

合調整幹及び調整幹は、上司の命を受け、担任事

務を掌理し、その事務を処理するため所属の職員

を指揮監督する。 

３ 理事、副理事、事務局次長、参事及び副参事は、

上司の命を受け、担任事務を掌理し、その事務を 

処理するため所属の職員を指揮監督する。 

４ ［略］ ４ ［略］ 

５ 主幹、専門幹、参与及び主査は、上司の命を受

け、担任事務に従事し、所属の職員があるときは、

その事務を処理するためこれを指揮監督する。 

５ 主幹、参与及び主査は、上司の命を受け、担任

事務に従事し、所属の職員があるときは、その事

務を処理するためこれを指揮監督する。 

６ ［略］ ６ ［略］ 

  

   附 則 

この規則は、令和５年４月１日から施行する。 

 



 

 

さいたま市人事委員会規則第５号 

管理職員等の範囲を定める規則の一部を改正する規則 

管理職員等の範囲を定める規則（平成１４年さいたま市人事委員会規則第８号）の

一部を次のように改正する。 

次の表中下線又は太線の表示部分（以下、改正前の欄にあっては「改正部分」と、

改正後の欄にあっては「改正後部分」という。）については、次のとおりとする。 

⑴ 改正部分及びそれに対応する改正後部分が存在するときは、当該改正部分を当

該改正後部分に改める。 

⑵ 改正部分のみ存在するときは、当該改正部分を削る。 

⑶ 改正後部分のみ存在するときは、当該改正後部分を加える。 

改正後 改正前 

別表（第２条関係） 別表（第２条関係）  
機関 職 

各機関共通 理事、副理事、参事、副参事及

び総合調整幹 
議会局 ⑴ ［略］ 

⑵ 総務部の調整幹 
⑶ 総務部秘書総務課の課長補

佐、主幹、専門幹、参与、係

長及び主査（秘書に関する事

務又は局の人事若しくは予算

に関する企画事務を担当する

者（局の人事又は予算に関す

る企画事務にあっては主査を

除く。）に限る。） 
市長事務部局 ⑴～⑹ ［略］ 

 ⑺ 局又は市長公室の庶務を担

当する課の課長補佐、主幹、

専門幹、参与及び係長並びに 

都市戦略本部の主幹、調整幹、

専門幹、参与及び主査（局、 

市長公室又は都市戦略本部の 

人事又は予算に関する企画事 

務を担当する者に限る。） 

⑻ 市長公室秘書広報部秘書課

の課長補佐、主幹、専門幹、

参与、係長及び主査（秘書に

関する事務を担当する者に限

る。） 

⑼ 都市戦略本部行財政改革推 

進部の主幹、調整幹、専門幹、

 
機関 職 

各機関共通 理事、副理事、参事及び副参事 
 

議会局 ⑴ ［略］ 
 
⑵ 総務部秘書総務課の課長補

佐、主幹、参与、係長及び主

査（秘書に関する事務又は局

の人事若しくは予算に関する

企画事務を担当する者（局の

人事又は予算に関する企画事

務にあっては主査を除く。） 
 に限る。） 

市長事務部局 ⑴～⑹ ［略］ 

 ⑺ 局又は市長公室の庶務を担

当する課の課長補佐、主幹、

参与及び係長並びに都市戦略

本部の主幹、参与及び主査（

局、市長公室又は都市戦略本

部の人事又は予算に関する企

画事務を担当する者に限る。 

） 

⑻ 市長公室秘書広報部秘書課

の課長補佐、主幹、参与、係

長及び主査（秘書に関する事

務を担当する者に限る。） 

 

⑼ 都市戦略本部行財政改革推

進部の主幹、参与及び主査（



 

 

参与及び主査（行政改革に関 

する事務を担当する者に限る。

 ） 

⑽ 総務局総務部総務課の課長

補佐、主幹、専門幹、参与、

係長及び主査（行政組織等に

関する事務を担当する者に限

る。） 

⑾ 総務局総務部法務・コンプ

ライアンス課の課長補佐、主

幹、専門幹、参与、係長、主

査、主任及び主事（条例、規

則等の審査、訴訟又は服務の

調査に関する事務を担当する

者に限る。） 

⑿ 総務局人事部人事課の課長

補佐、主幹、専門幹、参与、

係長、主査、主任及び主事（

職員の任免、分限及び懲戒、

服務等に関する事務又は定員

管理に関する事務を担当する

者に限る。） 

⒀ 総務局人事部職員課の課長

補佐、主幹、専門幹、参与、

係長、主査、主任及び主事（

職員の給与に関する事務、職

員団体に関する事務、職員の

福利厚生に関する事務又は職

員の安全衛生及び公務災害に

関する事務を担当する者に限

る。） 

⒁ 財政局財政部財政課の課長

補佐、主幹、専門幹、参与及

び係長 

⒂ 財政局財政部庁舎管理課の

課長補佐、主幹、専門幹、参

与及び係長（庁舎管理に関す

る事務を担当する者に限る。

） 

⒃ 市民局区政推進部の主幹、

調整幹、専門幹、参与及び主

査（区役所に係る総合調整及

び区役所改革の推進に係る調

整に関する事務を担当する者

に限る。） 

⒄ 保健衛生局市立病院病院経

営部病院総務課の課長補佐、

主幹、専門幹、参与及び係長

（病院の人事に関する企画事

務又は職員の福利厚生に関す

行政改革に関する事務を担当

する者に限る。） 

 

⑽ 総務局総務部総務課の課長

補佐、主幹、参与、係長及び

主査（行政組織等に関する事

務を担当する者に限る。） 

 

⑾ 総務局総務部法務・コンプ

ライアンス課の課長補佐、主

幹、参与、係長、主査、主任

及び主事（条例、規則等の審

査、訴訟又は服務の調査に関 

する事務を担当する者に限る。

） 

⑿ 総務局人事部人事課の課長

補佐、主幹、参与、係長、主

査、主任及び主事（職員の任

免、分限及び懲戒、服務等に

関する事務又は定員管理に関 

する事務を担当する者に限る。

） 

⒀ 総務局人事部職員課の課長

補佐、主幹、参与、係長、主

査、主任及び主事（職員の給

与に関する事務、職員団体に

関する事務、職員の福利厚生

に関する事務又は職員の安全

衛生及び公務災害に関する事

務を担当する者に限る。） 

 

⒁ 財政局財政部財政課の課長

補佐、主幹、参与及び係長 

 

⒂ 財政局財政部庁舎管理課の

課長補佐、主幹、参与及び係

長（庁舎管理に関する事務を

担当する者に限る。） 

 

⒃ 市民局区政推進部の主幹、

参与及び主査（区役所に係る

総合調整及び区役所改革の推

進に係る調整に関する事務を

担当する者に限る。） 

 

⒄ 保健福祉局市立病院病院経

営部病院総務課の課長補佐、

主幹、参与及び係長（病院の

人事に関する企画事務又は職

員の福利厚生に関する事務を



 

 

る事務を担当する者に限る。

） 

⒅ 保健衛生局市立病院病院経

営部病院財務課の課長補佐、

主幹、専門幹、参与及び係長

（病院の予算に関する企画事

務を担当する者に限る。） 

⒆ 区役所区民生活部総務課の

課長補佐、主幹、専門幹、参

与及び係長（区役所の人事若

しくは予算に関する企画事務

又は庁舎管理に関する事務を

担当する者に限る。） 

⒇ 出納室出納課の課長補佐、

主幹、専門幹、参与及び係長

（室の人事若しくは予算に関

する企画事務又は資金の計画

運用及び歳計現金の管理に関 

する事務を担当する者に限る。

 ） 

 (21) 第７号、第１２号、第１７ 

号、第１９号及び前号に規定 

する課が属する部又は室の調 

整幹 

教育委員会 ⑴～⑶ ［略］ 

 ⑷ 管理部及び学校教育部の調

整幹 

⑸ 管理部教育総務課の課長補

佐、主幹、専門幹、参与、係

長、主査、主任及び主事（秘

書に関する事務、条例、規則

等の審査に関する事務、組織

に関する事務、教職員を除く

職員の人事、服務、給与等に

関する事務、職員団体に関す

る事務又は職員の安全衛生に

関する事務を担当する者（秘

書及び組織に関する事務にあ 

っては、主任及び主事を除く。

）に限る。） 

⑹ 管理部教育財務課の課長補

佐、主幹、専門幹、参与及び

係長（教育委員会の予算の取

りまとめに関する事務を担当

する者に限る。） 

⑺ 学校教育部教職員人事課の

課長補佐、主幹、主任管理主

事、専門幹、参与、係長、主

査、管理主事、主任及び主事

（教職員の任免、分限及び懲

担当する者に限る。） 

 

⒅ 保健福祉局市立病院病院経

営部病院財務課の課長補佐、

主幹、参与及び係長（病院の

予算に関する企画事務を担当

する者に限る。） 

⒆ 区役所区民生活部総務課の

課長補佐、主幹、参与及び係

長（区役所の人事若しくは予

算に関する企画事務又は庁舎

管理に関する事務を担当する

者に限る。） 

⒇ 出納室出納課の課長補佐、

主幹、参与及び係長（室の人

事若しくは予算に関する企画

事務又は資金の計画運用及び

歳計現金の管理に関する事務

を担当する者に限る。） 

 

  

 

 

 

教育委員会 ⑴～⑶ ［略］ 

  

 

⑷ 管理部教育総務課の課長補 

佐、主幹、参与、係長、主査、

主任及び主事（秘書に関する 

事務、条例、規則等の審査に 

関する事務、組織に関する事 

務、教職員を除く職員の人事、

服務、給与等に関する事務、 

職員団体に関する事務又は職 

員の安全衛生に関する事務を 

担当する者（秘書に関する事 

務にあっては主任及び主事を 

除く。）に限る。） 

 

⑸ 管理部教育財務課の課長補

佐、主幹、参与及び係長（教

育委員会の予算の取りまとめ

に関する事務を担当する者に

限る。） 

⑹ 学校教育部教職員人事課の

課長補佐、主幹、参与、主任

管理主事、係長、主査、管理

主事、主任及び主事（教職員

の任免、分限及び懲戒、服務



 

 

戒、服務等に関する事務、職

員団体に関する事務又は教職

員の公務災害に関する事務（

これらの事務のうち、第９号

に規定する事務を除く。）を

担当する者に限る。） 

⑻ 学校教育部教職員給与課の

課長補佐、主幹、主任管理主

事、専門幹、参与、係長、主

査、管理主事、主任及び主事

（教職員の給与に関する事務

又は教職員の福利厚生に関す

る事務を担当する者に限る。

） 

⑼ 学校教育部高校教育課の課 

長補佐、主幹、主任管理主事、

専門幹、参与、係長、主査、 

管理主事、主任及び主事（高 

等学校及び中等教育学校の教 

職員の人事、分限及び懲戒、 

服務等に関する事務又は職員 

団体に関する事務を担当する 

 者に限る。） 

市選挙管理委

員会事務局 
⑴ 事務局長、事務局次長、課

長及び調整幹 

⑵ 選挙課の課長補佐、主幹、

専門幹、参与及び係長（事務

局の人事又は予算に関する企

画事務を担当する者に限る。

） 

人事委員会事

務局 
⑴ 事務局長、事務局次長、課

長及び調整幹 

⑵ 任用調査課の課長補佐、主

幹、専門幹、参与、係長、主

査、主任及び主事 

監査事務局 ⑴ 事務局長、事務局次長、課 

  長及び調整幹 

⑵ 監査課の課長補佐、主幹、

専門幹、参与及び係長（事務

局の人事又は予算に関する企

画事務を担当する者に限る。 

  ） 

農業委員会事

務局 
⑴ 事務局長、事務局次長、課

長及び調整幹 

⑵ 農業振興課の課長補佐、主

幹、専門幹、参与及び係長（

事務局の人事又は予算に関す

る企画事務を担当する者に限

る。） 
 

等に関する事務、職員団体に

関する事務又は教職員の公務

災害に関する事務（これらの

事務のうち、第８号に規定す

る事務を除く。）を担当する

者に限る。） 

⑺ 学校教育部教職員給与課の

課長補佐、主幹、参与、主任

管理主事、係長、主査、管理

主事、主任及び主事（教職員

の給与に関する事務又は教職

員の福利厚生に関する事務を

担当する者に限る。） 

 

⑻ 学校教育部高校教育課の課

長補佐、主幹、参与、主任管

理主事、係長、主査、管理主

事、主任及び主事（市立高校

の教職員の人事、分限及び懲

戒、服務等に関する事務又は

職員団体に関する事務を担当

する者に限る。） 

  

市選挙管理委

員会事務局 
⑴ 事務局長、事務局次長及び

課長 

⑵ 選挙課の課長補佐、主幹、

参与及び係長（事務局の人事

又は予算に関する企画事務を

担当する者に限る。） 

 

人事委員会事

務局 
⑴ 事務局長、事務局次長及び

課長 

⑵ 任用調査課の課長補佐、主

幹、参与、係長、主査、主任

及び主事 

監査事務局 ⑴ 事務局長、事務局次長及び 

  課長 

⑵ 監査課の課長補佐、主幹、

参与及び係長（事務局の人事

又は予算に関する企画事務を

担当する者に限る。） 

  

農業委員会事

務局 
⑴ 事務局長、事務局次長及び

課長 

⑵ 農業振興課の課長補佐、主

幹、参与及び係長（事務局の

人事又は予算に関する企画事

務を担当する者に限る。） 

 
 



 

 

備考 
１～３ ［略］ 

  ４ この表中「庶務を担当する課」とは、市長 
   公室秘書広報部秘書課、総務局総務部総務課、

   財政局財政部財政課、市民局市民生活部市民

生活安全課、スポーツ文化局スポーツ部スポ

ーツ振興課、保健衛生局保健部保健衛生総務

課、福祉局生活福祉部福祉総務課、子ども未

来局子ども育成部子ども政策課、環境局環境

共生部環境総務課、経済局商工観光部経済政

策課、都市局都市計画部都市総務課及び建設

局土木部土木総務課をいう。 
  ５・６ ［略］ 

備考 
１～３ ［略］ 

  ４ この表中「庶務を担当する課」とは、市長 
   公室秘書広報部秘書課、総務局総務部総務課、

   財政局財政部財政課、市民局市民生活部市民

生活安全課、スポーツ文化局スポーツ部スポ

ーツ振興課、保健福祉局保健部健康増進課、 
   子ども未来局子ども育成部子育て支援政策課、

   環境局環境共生部環境創造政策課、経済局商

工観光部経済政策課、都市局都市計画部都市

総務課及び建設局土木部土木総務課をいう。 
 
  ５・６ ［略］ 

附 則 

この規則は、令和５年４月１日から施行する。 



 

 

さいたま市人事委員会規則第６号 

公益的法人等へのさいたま市職員の派遣等に関する条例施行規則の一部を改正

する規則 

公益的法人等へのさいたま市職員の派遣等に関する条例施行規則（平成１４年さい

たま市人事委員会規則第１１号）の一部を次のように改正する。 

次の表中下線又は太線の表示部分（以下、改正前の欄にあっては「改正部分」と、

改正後の欄にあっては「改正後部分」という。）については、次のとおりとする。 

⑴ 改正部分及びそれに対応する改正後部分が存在するときは、当該改正部分を当

該改正後部分に改める。 

⑵ 改正部分のみ存在するときは、当該改正部分を削る。 

⑶ 改正後部分のみ存在するときは、当該改正後部分を加える。 

改正後 改正前 

（派遣先団体） （派遣先団体） 

第２条 条例第２条第１項第１号に規定する人事委

員会規則で定める団体は、次のとおりとする。 

第２条 条例第２条第１項第１号に規定する人事委

員会規則で定める団体は、次のとおりとする。 

 ⑴～⒀ [略] ⑴～⒀ [略] 

 ⒁ 公益財団法人東京オリンピック・パラリンピ 

ック競技大会組織委員会 

 ⒁ [略]  ⒂ [略] 

２ [略] ２ [略] 

附 則 

この規則は、公布の日から施行する。 



 

 

さいたま市人事委員会規則第７号 

   さいたま市職員の初任給、昇格、昇給等の基準に関する規則の一部を改正する 

規則 

 さいたま市職員の初任給、昇格、昇給等の基準に関する規則（平成１４年さいたま

市人事委員会規則第２１号）の一部を次のように改正する。 

次の表中下線又は太線の表示部分（以下、改正前の欄にあっては「改正部分」と、

改正後の欄にあっては「改正後部分」という。）については、次のとおりとする。 

⑴ 改正部分及びそれに対応する改正後部分が存在するときは、当該改正部分を当

該改正後部分に改める。 

⑵ 改正部分のみ存在するときは、当該改正部分を削る。 

⑶ 改正後部分のみ存在するときは、当該改正後部分を加える。 

改正後 改正前 

別表第１（第３条関係） 別表第１（第３条関係） 

 ⑴ 行政職給料表職務分類表  ⑴ 行政職給料表職務分類表 

職務の級 職務 

 ［略］ 

５級 ⑴～⑺ ［略］ 

⑻ 東部療育センター開設準備室

の室長の職務 

 ［略］ 
 

職務の級 職務 

 ［略］ 

５級 ⑴～⑺ ［略］ 

⑻ 地域商工室又は観光経済室の

室長の職務 

 ［略］ 
 

 備考  備考 

  １ ［略］   １ ［略］ 

  ２ この表中「第２類事業所」とは、事業所事

務分掌規則別表第１第２類事業所の欄に掲げ

る事業所、さいたま市区役所等事務分掌規則

（平成１５年さいたま市規則第８８号。以下

「区役所事務分掌規則」という。）第２条に

規定する保健センター及び第１３条に規定す

る支所並びに事務局組織規則第４条第３項に

規定する第２類の施設又は機関をいう。 

  ２ この表中「第２類事業所」とは、事業所事

務分掌規則別表第１第２類事業所の欄に掲げ

る事業所、事務局組織規則第４条第３項に規

定する第２類の施設又は機関並びにさいたま

市区役所等事務分掌規則（平成１５年さいた

ま市規則第８８号。以下「区役所事務分掌規

則」という。）第２条に規定する保健センタ

ー及び第１３条に規定する支所をいう。 

  ３ ［略］   ３ ［略］ 

  ４ この表中「課に相当する室等」とは、さい

たま市事務分掌規則（平成１５年さいたま市

規則第８６号）第１条に規定する室又はセン

ター、区役所事務分掌規則第２条に規定する

室（くらし応援室を除く。）、事務局組織規

則第２条に規定する室及びさいたま市立病院

管理規則（平成１３年さいたま市規則第１４

５号）第２条に規定する室をいう。 

  ４ この表中「課に相当する室等」とは、さい

たま市事務分掌規則（平成１５年さいたま市

規則第８６号）第１条に規定する室又はセン

ター、さいたま市立病院管理規則（平成１３

年さいたま市規則第１４５号）第２条に規定

する室及び事務局組織規則第２条に規定する

室をいう。 

⑵ 医療職給料表⑴職務分類表  ⑵ 医療職給料表⑴職務分類表 

職務の級 職務 職務の級 職務 



 

 

３級 第２類事業所の所長補佐の職務 

 ［略］ 
 

  

［略］ 
 

 備考 ［略］  備考 ［略］ 

 ⑶～⑸ ［略］  ⑶～⑸ ［略］ 

  

附 則 

この規則は、令和５年４月１日から施行する。 


